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ＳＯＳの出し方教育 

６月１４日（金）に、「ＳＯＳの出し方教育」

の講話が行われました。 

スクールカウンセラーの原先生が、いのちの

大切さや、一人一人がかけがえのない大切な存

在であることなどについてお話しいただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆生徒のみなさんの振り返り(抜粋)☆ 

○自分がネガティブな感情になったり、悩んだ

りするときには、リフレーミングしたり、友

だちや家族に相談するなど、一人で抱え込ま

ないようにしたいと思いました。 

○「共有体験」という言葉を聞いて、昔自分に

も楽しいこと、悲しいこと、頑張ったこと、

いろいろなことを思い出した。 

○過去の自分の失敗や成功、それを共有した仲

間がいたという思い出を忘れず、自分を嫌い

にならないように自分を大切にして生きて

いきたい。 

 ７月３日（水）に、交通安全講話が実施され

ました。 

中津川警察署の署員の方にお越しいただい

て、「車は急に止まれない」「高齢者の事故が多

い」「自転車でも近い将来、交通違反に対して行

政処分が行われる」などの内容についてお話を

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

☆生徒のみなさんの振り返り(抜粋)☆ 

○交通事故はなくなることはないかもしれな

いけれど、自分たちの意識を変えるだけで減

らすことはできると思うので、これからも交

通安全を意識していきたい。 

○交通事故の被害者に高齢者が多いのを教え

てもらえたので、祖父母にも呼びかけること

にします。 

○夜間の事故が多いと聞いて、自分は帰りの時

間が夜遅いので、今日聞いたことを心がけた

いと思いました。 
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